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はじめに
• 本検討会第4回会合で事務局より、下記考え方案が示されました（資料4-3)。

• 本資料では、基地局運用中における無線周波数および空中線電力の安定度に
ついて説明いたします。
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無線周波数および空中線電力の安定度について

（参考）
- 適切な設置・運用とは、製品の仕様に則った条件（例：周囲温度・湿度、気圧、
振動、電源電圧など）による設置、および、運用(管理を含む)のこと。

- 正則な保守管理が行われる期間とは、製品の仕様に則って当該製品の管理・点検、
および、故障の際の保守・修理などが行われる期間。具体的な年数は製品毎に異な
るが、一般的な製品での実績は数年～10年超(定期検査の回数であれば2回等)。

外部信号同期機能および自動出力補正機能を有する基地局の場合、
適切な設置・運用を前提として、当該製品の正則な保守管理が行われる
期間にわたる長期的な運用において正常に動作し、無線周波数の偏差
および空中線電力の偏差が電波法で定める許容範囲となるよう設計・
製造されている。
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